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1973年 10月17日 生まれ
出身 ：福井県あわら市
大学時代：神戸
社会人 ：東京 & 北海道（美瑛町） & 福井県
現在 ：沖縄（やんばる）& 福井県
趣味 ：サーフィン

2000年にヤフー株式会社に入社。広報、ブランドマーケティング、CSR等を担当し、東日
本大震災以降は、ITを活用した地域活性化を担う地方創生プロデューサーとして自治体をサ
ポート。2015年より、内閣府などが後援する「ふるさと名品オブ・ザ・イヤー実行委員
会」の幹事長を務め地域商社協議会を運営。2016年より総務省の地域おこし企業人として
北海道美瑛町に出向し、政策調整課長補佐として地域DMO「丘のまちびえいDMO」の立ち
上げを行い、同DMOのCMO（Chief Marketing Officer）として従事。2021年8月から公益
財団法人福井県観光連盟に出向し、福井県の観光地域づくりマネージャーとして観光DXを
推進するなどして、観光で「稼ぐ」地域づくりを推進する福井県の観光振興の旗振り役とし
て活動。2025年からは沖縄県北部エリア（やんばるエリア）でのDMO設立支援をこない、
2026年から一般社団法人沖縄やんばるDMOのCMO / 観光地域づくりマネージャーとして活
動中。 2024年度より、金沢大学先端観光科学研究所 共感研究部門 客員研究員。

佐竹 正範
一般社団法人 沖縄やんばるDMO
CMO / 観光地域づくりマネージャー

公益社団法人 福井県観光連盟（福井県DMO）

FTASディレクター（元 観光地域づくりマネージャー）

（紀尾井町戦略研究所株式会社）
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誰が？ 稼ぐ観光

地域が？

行政が？ DMOが？ 民間事業者が？
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キャッシュポイント
（宿・食事・体験）

集客ポイント
（歴史・自然・フォトスポット）

顧客満足度
（推奨意向）

ファン作り
（リピーター）

稼ぐ観光地域づくりの推進
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データで切り開く稼ぐ観光

FTAS（福井県観光データ分析システム）
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あるべき姿

現状把握

戦略

アクション

アクション
・・・

・
・
・

戦略

PDCAを回す

ポジショニングの考え方を
観光の領域にあてはめてみると
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観光業という
業種がない？

最初の驚き

観光業は、日本標準産業分類※で
ひとつの業種として分類はされていない。

※  参照： https://ja.wikipedia.org/wiki/日本標準産業分類
日本標準産業分類とは、日本における産業分類のうち20世紀半ばに成立して現在用いられているもの、標準産
業分類の日本版を指す。日本の公的統計における産業分類を定めた総務省告示であり、統計調査の結果を産業別
に表示する場合の統計基準として1949年（昭和24年）10月に設定されて以来、改定が重ねられてきた。
農業・建設業・製造業・卸売業・小売業・金融業・医療・福祉・教育・宗教・公務などのすべての経済活動を、
大分類・中分類・小分類・細分類の4段階に分類している。
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・何処に、どれぐらいの人が？

・何処に、どれくらいの人が宿泊？

・何処から、どんな人が、何の目的で？

・何処で、いくら域内消費をしている？

・観光客の満足度や再来訪意向は？
その理由は？

・旅行の情報収集手段は？

・季節変動は？

・エリアごとに観光客の特徴は？

地域の観光コンテンツ造成や
プロモーションを考える時に

誰をターゲットに
何をするか？

そのために

知りたいこと

現状把握
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RESAS
データ消費データ

移動データ
移動データ 消費データ消費データ

データ収集

データの可視化

データ活用

アンケートデータ
宿泊データ 決済データ

気象データ

FTAS
データポータル

地域DMOなど
エリアでのPDCA

……
観光客アンケート情報
（リアルタイム）

インサイト
データ

・データを活用した販売促進の
PDCAを支援

・行政や観光事業者への基礎的な観光
マーケティングデータを提供し、新商品開発
や商品の磨き上げ、販売などの支援

（可能な限りオープンデータ化）

…

観光連盟のデータ Code for Fukui などとともに開発

新たに収集していくデータ 連携可能性を探るデータ オープンデータ活用の取り組み

「稼ぐ観光」に向けた、データ収集とデータ活用
Yahoo! JAPAN

などビックデータ

観光予報プ

ラットフォーム
データ

データ連携、分析オープンデータ化

広告パフォー 

マンスデータ

入込データ

エリア毎、事業者毎
に見える化や分析

事業者毎のPDCA

下記と連携した

コンサルティングサービス
の仕組みづくり

産業支援センター
まちづくり会社

コンサルティング会社
など

PMS/SCの
宿泊実績や予約

データ
（リアルタイム）

Googleビジネなどの
インサイトデータお土産のPOSクーポン

決済データなど
AIカメラを活用した
センサーデータ
（リアルタイム）

イベント

・アイデアソン、ハッカソンなど開催
しながら、人材開発や育成
・説明会を実施しながらデータの
利用促進

リアルタイムな定量データ収集 タイムリーなPDCA
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宿泊事業者：ダイナミックプライシング
周辺事業者：仕入れや人員手配
観光協会：プロモーション活動

エリア全体で活用オープンにすることで

宿泊予約データの収集
県内４エリアのエリアPMSを公開中

2023年度〜
（未来のデータ）
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予約管理システム
（PMS）

データ収集ロボット
（RPA）

宿泊施設

クラウドサーバー

予約データ
7/1 〇〇人 ××円
7/1 〇〇人 ××円
7/2 〇〇人 ××円
7/3 〇〇人 ××円
7/3 〇〇人 ××円

：

各施設から収集したデータを

集計し、エリア全体の数値を、
適切な形に加工した上で、
オープンデータとして公開

パソコンやスマートフォンから
閲覧可能

エリアPMS
構築

各施設のパソコンに、

データ収集ロボット（RPA）を
インストール

自施設のデータのみ参照可能
（メールアドレスとパスワードで管理）

エリア全体のデータ参照可能

データ収集方法

宿泊事業者の経営情報のため、何度も丁寧に説明会を実施

2023年度〜

GitHub上に

オープンデータ化
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入込状況に合わせた
仕入れや人員手配に活用

福井県立恐竜博物館
2023年7月 リニューアルオープン

事前予約制を導入

予約データの
オープンデータ化

福井県立恐竜博物館予約データの収集
2023年度〜

（未来のデータ）
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来てくれてありがとう ふくい旅
答えてHAPPINESS プレゼントキャンペーン

QRコードを読み込み、アンケートに

お答えいただき、応募ただいた方の
中から、抽選で福井県グルメギフト
カタログが当たるキャンペーン

福井県全域での
アンケート協力数

2022年度 18,726件

（2022年4月28日〜2023年3月10日）

https://39-fukui.com/

福井県内 90の観光エリアにQRコード設置

23,258件

（2023年4月28日〜2024年3月31日）

2023年度

27,862件

（2024年4月1日〜2025年3月31日）

2024年度

91,850件

22,004件

（2025年4月1日〜2026年3月31日）

2025年度

2022年度〜

770件

（2026年4月1日〜2026年4月20日）

2026年度
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アンケートデータのオープンデータ化

県内90エリアに、ユニークなQRコードを設置し、
アンケートに答えてくれたら、
抽選でプレゼントをするキャンペーン展開

2022年４月28日開始

（2026年3月31日時点）

アンケート収集数

91,850件

アンケートデータ

GitHub上に

オープンデータ化

アプリを開発して見える化（日次更新）

トレンド分析

簡易分析
回答数推移

コメントマップ

満足度ランキング

コメント新着順

高感度ランキング

福井県に求めるもの

ワードクラウドコメント検索

観光滞在時間

リピート意向ランキング

観光マーケティング分析ツール（月次更新）

・観光目的分析
・観光客分析
・観光満足度分析
・観光誘客分析
・宿泊分析
・移動手段分析
・口コミ情報

2022年度〜

2024年度〜

（過去のデータ）
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来訪意向と福井県に求めるも満足度とその理由

観光客の満足度向上に向けて、観光の現場で課題解決！

データを基に、キャッシュポイントの磨き上げ
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データを基に、現状分析と戦略立案支援活動

■芦原温泉旅館組合（マーケティング委員会） ■勝山市観光まちづくり（勝山DMO）

恐竜博物館の予約データを基に協議周辺温泉地の宿泊データも併せての現状分析と新たな施策の協議

あわら市観光協会の方も含めて協議

■まちづくり小浜 おばま観光局（小浜DMO）
KDDIの人流データを基に、夏の実態分析

■越前おおの観光ビューロー
データで現状把握しながら、SWOT分析を実施 ■コンテンツ造成補助事業でデータ分析項目の必須化
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あるべき姿

現状把握

戦略

アクション

アクション
・・・

・
・
・

戦略

PDCAを回す

稼ぐ観光を目指して

観光プレイヤー支援

ポジショニングの考え方を
観光の領域にあてはめてみると

稼ぐ観光のためのマーケティング環境の提供 18



FTAS（福井県観光データ分析システム）

観光の現状把握の為のデータ収集し
オープンデータとして公開

観光客の満足度向上に向けて
観光コンテンツの磨き上げ
新たな観光コンテンツ開発

稼ぐ観光を実現させていく

https://www.fuku-e.com/FTAS
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オープンデータ

FTEH（エフティ） 福井県観光AIアドバイス
（2023年9月〜）

（2025年10月〜）
（2025年12月〜）

FTASデータ利用領域

（2025年9月〜）

福井県公式観光サイト
「ふくいドットコム」

サイト内検索
アシスタントAI

（2025年11月〜）

観光事業者支援

コンサルティングAI

観光事業者/観光行政の支援（コンサルティングの自動化） 観光客の支援（観光案内の自動化）

福井県観光「稼ぐ観光」に向けた生成AIの活用

（プッシュ型）

2024年度〜
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21

FTASデータを生成AIが分析、レポート化してアドバイス
FTASに公開されているオープンデータを生成AIで自動分析し、観光動向レポートを作成しメール配
信。生成AIが自動分析することにより、これまで手動で時間をかけて行っていた分析の手間を削減
し、誰でも手軽に観光動向を把握できるようにします。

観光庁 観光DX実証事業

FTAS-AI分析レポートサイト（β
版）
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生成AIを活用した観光客サポート

「FTEH（FUKUI Travel planning Engine for HAPPINESS）」略称：エフティー 

アンケートの回答数が多いところ、満足度（推奨意向）が高いところが
「お薦め」として表示されます！ 22



観光客の情報収集

福井県観光DX推進について

・観光情報掲載や旬の情報編集機能
・エリア毎などのソート機能
・予約/販売機能

（宿泊、飲食、体験、ツアー、お土産）
（体験、ツアー、お土産の一部をTXJで内製化）

アンケートデータ

メールアドレス

メールアドレスはプロモーションに活用

利用者データを含めて将来的には、広告
ビジネス活用を検討

ウェブサイトアクセス

データ

情報収集

＜観光客との接点＞

＜マーケティング・データ＞

予約データ入込データ 宿泊データ

特別なクーポン

決済データ

観光客向け
地域通貨
・移動
・宿泊
・ツアー
・参加費、入館料
・お土産 など

※新たなアプリ開発は、これらとの競合になる

店舗情報

加盟店

データ

※観光データベースとして構築していきたい領域

※宿泊施設からの実績データが正確※入込数をセンサーで集計

＜観光データ整備＞

スマートメガネなど、今後の
あらゆるインターネット接続
デバイスに対応するためには、
データベース作りが重要

基本理念：ワンソースマルチユース（one source multi use）

1つの（情報）の出所から複数（多くの・様々な）メディアや目的に使用する。そ
のために福井県の観光に関するデータを「ふくいドットコム」に集約。

KDDI
ビックデータ

決済データ

・効果測定（フィードバック）情報
・現状把握からターゲット選

定して戦略立案
・コンテンツの開発や磨き上

げ、プロモーションの効率
化につなげる

外部のオープンデータも活用してAIによる需要予測していく

観光予報
プラットフォーム

気象データ

ユーザー
データ

※プロモーションに活用

※現在の課題

・観光客の移動が十分に把握できていない
・地域通貨の決済データで追える可能性あり

※今後、マーケティングデータとして獲得していきたいデータ

観光客向け
地域通貨

※プロモーションに活用

※フロントエンドのサービス（ Maas系など）の提供には、バックエンドの＜観光データ整備＞が必要不可欠

観光客はより便利で、よりお得なサービスを選択して利用するため、フロントエンドでの囲い込みは難しい。マーケティングデータは、着地側での実績値を収集していく方が良い。

観光データベース（現在の「ふくいドットコム」）

スポット情報 イベント情報 体験/ツアー等

商品情報

宿泊施設情報

独自のデータベース 外部のデータベース

※一部の観光協会とはAPI連携実装済み

※更なる情報のデジタル化とサイト掲載を働きかけていく必要がある

現在進行形のもの 今後やっていきたいこと

県・市町・DMO

観光連盟/協会
観光プレイヤー

ユーザーファーストの
情報提供が重要

※現在の課題

・交通系サービスのデジタル化が遅れている
・経路検索情報の提供は難易度が高い

※スポット情報はオープンデータ化済み

※メディア接触時間は、インターネットがテレビを超えて1位に

フロントエンド

バックエンド

利用者データ

※マイナンバーカード認証
（データ連携基盤との接続）

※オープンデータ化済み

情報提供

（リアルタイム） （リアルタイム）（リアルタイム化） （リアルタイム化）
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福井県観光DX推進について

その人に適したレコメンドによる

最高のツーリズム体験

＋
観光客の嗜好性DB

観光地のファクトDB

AI地点情報を持つ端末

観光地と観光商品
の磨き上げ

アクション
の効果測定

加工や利用や容易なDBをいかに創っていくかが勝負

自動のコンサルティングによる

事業者の売上・利益の拡大
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観光マーケティング環境の整備

福井県DMO
（福井県観光連盟）

オープンデータ ＋ AI

観光で稼ぐプレイヤー支援
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オープンデータ

AIによるブランド構築プラン作成

観光計画
ブランド構築の
フレームワーク
（プロンプト）

とんでもない世界がすぐそこまで来てます！
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https://basicmath.jp/download/2026_FukuiTourism_GrowthStrategy.pdf

とんでもない世界がすぐそこまで来てます！

27



オープンデータによる
エリアマネジメントへの挑戦
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keyword

オープンデータ

オープンソース

オープンロジック

「自助」と「公助」の「共助」による

データの共有財産化
29



アンケート協力
データ提供

オープンデータ化
シビックテック
（現状や課題の見える化）

満足度の高い
観光コンテンツ開発
（モノ・コト）

行政・地域DMO
観光プレイヤー

Code for Fukui

観光客・県民
観光プレイヤー

みんなで創る観光

PR、誘客、販促
コンテンツ開発支援

観光連盟・広域DMO
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自律分散型相互運用

１つの目標に向かい
みんなが出来る力を持ち寄って
それぞれが主体的に活動する
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観光の国際学会THE INC2024で発表

福井のオープンデータを活用したデスティネーションマネジメントを

「The Fukui Model」として、國學院大學 観光まちづくり学部 小林裕和教授が発表

2024年6月5日−7日
@アムステルダム

「民間主導のオープンデータが、地域の社会関係資本の
形成を促し、観光地経営のイノベーションを促す、それ
を「コネクショナイゼイション」と名付けて提唱」

されて、世界的に評価され始めている

官主導の静的オープンデータ

民間主導の動的オープンデータ

オープンデータによる
エリアマネジメントの推進
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● 開催日時
令和６年１１月１３日（水）〜１５日（金）

● 開催地
イタリア・フィレンツェ

● 参加国・機関
Ｇ７国（イタリア(議長国)、フランス、米国、英国、ドイツ、日本、カナダ）、ＥＵ、ブラジル、エジプト、インド、サウジアラ
ビア、ＯＥＣＤ、UN Tourism、ＷＴＴＣ

● 参加閣僚等（Ｇ７各国）
イタリア：ダニエラ・サンタンケ 観光大臣（議長国）
フランス：マリーナ・フェラーリ 経済・財務・産業大臣付 観光経済担当大臣
米国 ：アレックス・ラズリー 商務省 旅行・観光担当次官補代理
英国 ：ロバート・スペクターマン＝グリーン 文化・メディア・スポーツ省 メディア＆国際部長
ドイツ ：ディーター・ヤネチェク 経済気候保護省 海事経済・観光担当コーディネーター
日本 ：秡川直也 観光庁長官
カナダ ：ソラヤ・マルティネス・フェラダ 観光大臣兼ケベック州経済開発庁担当大臣
ＥＵ ：フーベルト・ギャムズ 欧州委員会 域内市場・産業・アントレプレナーシップ・中小企業総局 副局長

Ｇ７観光大臣会合で
福井県観光DXの取組の事例発表

Ｇ７の枠組みとしては初となる

https://www.mlit.go.jp/kankocho/news03_00010.html

33



セルビアのアルファBK大学で行われた「ALFATECH ― スマートシティと先端技術」と題した国際学術会議
FTASの事例発表（basicmath Inc）
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この８月にスイスで行われる、
観光の国際観光学会でも

FTASの取組みが発表される予定

AIEST 国際観光科学専門家協会（Association Internationale D'Experts Scientifiques Du Tourisme [AIEST]）
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「やんばる」でも展開

36



やんばる観光データポータルサイト
Yambaru Tourism Data Portal

https://yambaru-tour.net/business/dmp/
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やんばる内を36エリアに分けて
約160箇所に告知QRコードを設置

月次更新の詳細分析
ダッシュボード

日時更新の簡易分析
ダッシュボード

（ 2025年10月1日
〜2026年2月28日）

アンケート収集数

6,011件

アンケートデータ

GitHub上に

オープンデータ化

学術研究、学校の授業、ハッカソンイベント等
自由に活用可能

12市町村別、36のエリア別で分析可能

旅行形態 / 目的 / 宿泊数 / 消費額 / 満足度 / 推奨意向 / 情報収集方法
観光地に改善点や求める事などを把握できるダッシュボード

Yam-D 観光客の実態把握
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12市町村別、36のエリア別で分析可能

過去の実績と、90日先までの宿泊予約状況の
分析ダッシュボード 平均単価とOTA客室稼働率

日毎、月毎の宿泊実績

宿泊予約サイトの

クローリング

正値なものではなく
あくまで傾向分析ツールとして提供

クローリングデータ

合 計

軒数
客 室 数 収容

人数和 洋 計

沖
縄
本
島
（
北
部
）

1名護市 211 75 3,530 3,605 11,453

2国頭村 38 63 327 390 1,251

3大宜味村 28 13 27 40 224

4東村 26 13 82 95 407

5今帰仁村 264 35 790 825 3,844

6本部町 398 134 2,387 2,521 10,888

7恩納村 402 244 5,839 6,083 21,916

8宜野座村 30 33 112 145 646

9金武町 59 27 282 309 1,180

小 計 1,456 637 13,376 14,013 51,809

離
島
（
北
部
）

10伊江村 31 57 148 205 605

11伊平屋村 18 69 63 132 662

12伊是名村 18 78 64 142 400

小 計 67 204 275 479 1,667

合計 1,523 84113,65114,492 53,476

やんばるエリア１日あたりの宿泊キャパシティ

宿泊予約サイト

令和6年宿泊施設実態調査結果
（令和7年6月25日発表）

Yam-D 観光客の実態把握
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観光マーケティング環境の整備

沖縄やんばるDMO

オープンデータ ＋ AI

観光で稼ぐプレイヤー支援

2年でFTASを超えていく
40



やんばるブランドコンセプトの確立

AIが導き出した
ブランドコンセプト

外側からの「やんばる」への想い 内側からの「やんばる」への想い

AIが導き出したペルソナ

やんばるハッピーアンケート×AI 「住む人の誇り」をAIを活用して
可視化

AIを活用した
ペルソナと住民との対話

12市町村でのWSで
やんばるが1つになっていく

合意形成を仕掛けていく

観光客の想いを乗せた
AIエージェント

地域住民の想いを乗せた
AIエージェント

AIを活用した新たなチャレンジ
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観光地マネジメント/マーケティングのあり方

データを共有財産化しながら
やんばるから

世界を変えて行く！
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